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「東洋大学人間科学総合研究所紀要」編集規定及び執筆要領
銅集規定
平成15年7月18日施行
平成15年10月17日改定
平成16年2月13日改定
平成17年4月26日改定
平成25年7月10日改定
1. I東洋大学人間科学総合研究所紀要」は、東洋大学人間科学総合研究所の機関誌であり、毎年発行
する。
2.本誌への投稿資格は次の者とする。
( 1 )人閑科学総合研究所の研究員、客員研究員、奨励研究員、院生研究員。
(2 )本誌の編集委員会が特別に依頼した者。
(3 )その他の本学関係者の投稿については編集委員会で判断し、運営委員会の承認を得る。
但し、本研究所の研究員及び客員研究員は、 (1)にあげる以外の者との共同研究の成果を投稿
することができる。
3.本誌に掲載される原稿は、研究論文、研究ノート、研究展望、その他とする。
4.ー諭文当たり、抜刷20部を執筆者に贈呈する。
5.本誌の編集委員会は、投稿論文の受理、区分、掲載等について審議し、その適否を決定する。
6.校正は、初枝を著者、再校以降は幅集委員会で行う。
執筆要領
1.投稿論文の原稿は、図表や註を含めて、日本語の場合、 4∞字詰め換算で研究論文、研究展望は80
枚以内、研究ノートは40技以内、外国語の場合、 A4タイプ用紙1枚36行として研究論文、研究
展望は却枚以内、研究ノートは 10枚以内とする。
2.投稿論文の原稿提出は、紙媒体および電子データの双方によるものとする。日本語の書式は、横
書きの場合、 A4に横書きで34行X45字 (1回0字)、縦書きの場合、 A4に縦書きで24行X29字、
2段組み (1392字)とする。電子データの提出は電子メールへの濡付も可とする。
3.投稿論文の体裁は、次の通りとする。
日本語の場合:①題名、②著者名、③慨属、④要旨 (400字程度)、⑤キーワード (5ワード)、⑥本
文、⑦注記・引用文献、⑧園・表、@汐も国語ザマリー(原則として英語;題名、著
者名、所属、要旨(100ワード程度〉、キーワード)
外国語の場合:①題名、②著者名、③所属、④要旨 (1ω ワード程度)、⑤キーワード (5ワー ド)、
⑥本文、⑦注記・引用文献、⑧園・表、⑨日本語要旨(題名、著者名、所属、要
旨〈却O字程度〉、キーワード)
4.困・表は説明を付け、挿入箇所を原稿の欄外に赤字で指示すること。
5.本誌に掲載された論文原稿は返還しない。
6.不明な点については、編集委員会に問い合わせるものとする。
7.本誌に掲載された論文の著作権は、東洋大学人間科学訟合研究所に帰する。同研究所運営委員会
の承諾なしに、個人使用の場合を除き、複写あるいは電子化し、転載、貯蔵、公開、転送などす
ることを禁ずる。
以上
編集後記
紀要第19号が完成しました。本号は論文13編、研究ノート l編を掲議しています。 5年ぶりに編
集委員となりましたが、前回とくらべると、原稿の募集から刊行まで円滑に進行したことが印象に残
ります。これは、執筆者、査読者の協力、また編集委員会や事務局の連携によるものといえますが、
編集作業が研究員によく理解されるようになったからとも考えています。
本号の編集は、ほぽ前号(前年度)にしたがっています。昨年の6月末の執筆畳録、 10月3E1の締
切りという日程で原稿を募り、次いで、投稿予定論文それぞれについて、担当編集委員を選出し、査
読者(当該領域の研究者)を学内外に委嘱して原稿提出を待ちました。入稿後は直ちに査読に入札
11月1日の編集委員会で査読結果を検討し、修正を要するものについては 12月6日の編集委員会で
再度、修正稿の査読結果を判定して掲載の最終決定に歪りました。これらの作業は、それぞれの段階
で運営委員会などに報告され、了解をえながらすすめられます。
編集作業は、その手続きや査読を通じて、紀要の質の確保という重要な役割を担っています。その
具体的な方法については、編集委員会や運営委員会で随時検討していますが、改善のためど意見など
がありましたら運営委員や編集委員、もしくは事務局にお寄せください。
簡集委員
大豆生田稔 ロプソン・グライアム 後藤はる美
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